
〔令和6年度　第１期（令和6年６月～１0月）実施分〕 

区分 コース名 期 間 定員 受講料 会場等

専門研修

基礎研修

基礎研修

専門研修

専門研修

①被災者や被害者をささえ
　るために－サイコロジカ
ルファーストエイド（PFA）

　を学ぶ－

６月13日(木) 20名　 3,100円

②関わりの中のトラウマイ
　ンフォームド・ケア

６月20日(木) 35名　 2,500円 

③消防職員のための惨事
　ストレスの理解と予防

６月26日(水)
　　27日(木)
　　（２日間）

35名　 3,600円 

④関わりの中のトラウマイ
　ンフォームド・ケア

７月11日(木) 35名　 2,500円

⑤悲嘆の理解と遺族への
支援

７月24日(水)
　　25日(木)
　　（２日間）

35名　 3,600円 

⑥被害者や被災者の中長期
の回復を支えるこころの
ケア－サイコロジカル・
リカバリースキル（SPR）－

９月４日(水)
　　５日(木)
　　（２日間）

35名　 3,600円 

⑦ＤＶ被害者のこころの
　ケア  

９月19日(木) 35名　 2,500円 

⑧消防職員のための惨事
　ストレスの理解と予防

10月２日(水)
　　３日(木)
　　（２日間）

35名　 3,600円 

⑨犯罪被害とこころのケア 
10月10日(木)
　　11日(金)
　　（２日間）

25名　 4,100円 

⑩発達障害とトラウマ
 【Web開催】

10月31日(木) 35名　 2,500円

※会場へのお車での来場はご遠慮ください。

令和6年度こころのケア研修 受講者募集のご案内
兵庫県こころのケアセンターでは、こころのケアに携わる保健・医療・福祉・教育等の分野で活動されてい
る方を対象に、各種課題への対処法等について学ぶ、こころのケア研修を実施しています。
　このたび、令和６年６月から１０月にかけて実施する研修の受講者を下記のとおり募集します。

◆ 問い合わせ先 ◆ 

兵庫県こころのケアセンター研修情報課
〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通１丁目３－２
ＴＥＬ：０７８－２００－３０１０
Ｅメール：kensyu@j-hits.org   

◆ その他 ◆ 

・ ⑩ 「発達障害とトラウマ」研修はWeb（zoom）で実施します。参加にあたって
は、受講者の顔が見える状態で、受講者以外の方が周りにいない環境での参加を

　お願いします。
・災害等、緊急で研修を開催できない場合は、当日の朝までにホームページに掲載
　します。
・「内容」等については、都合により一部変更となる場合があります。
・この研修は、対象となる職務に現在就いている方を対象としています。学生は対
　象とはなりません。（関連領域の大学院生を除く。）
・「グループワークあり」の記載がない研修についても、グループワークを行う場
　合があります。

◆ 申込方法等 ◆ 

・下記申込フォームからお申し込みください。
・申込者多数の場合は、抽選で受講者を決定。
（受講申し込みの状況によって、申込締切日より前に締め切る場合あり）
・電話、ＦＡＸでの申し込みはできません。 兵庫県こころの

ケアセンター 
（神戸市中央区
脇浜海岸通1-3-2）
※阪神「春日野道」
駅から徒歩約８分

又は

⑩のみ【Web開催】

■研修内容
〈専 門 研 修〉 
【①被災者や被害者をささえるために－サイコロジカルファーストエイド（ＰＦＡ）を学ぶ－】

日 程 ６月１３日（木）  ９：５５～１６：４０ 受講料 ３，１００円

内 容
自然災害や自死、事件や事故時の対応を求められたら迷わず引き受けることはできますか？突然、酷い目

に遭った人や組織に関わる際に役立つ基本的な考え方や態度をさまざまなシナリオとともに学びましょう。
・サイコロジカルファーストエイド（大澤智子上席研究主幹＜公認心理師＞）

定員・対象
  

２０名： 公認心理師、看護師、保健師、精神保健福祉士、行政、教育関係、その他関連関係者等

申込締切日：５月１6日（木）必着
被災者や被害者をささえるために－サイコロジカルファーストエイド（ＰＦＡ を学ぶ－】

こころの応急処置である
サイコロジカル・ファーストエイドを学ぶ

【⑩発達障害とトラウマ】【Web開催】
日 程 １０月３１日（木）  １０：２５～１６：２５ 受講料 ２，５００円

内 容

　発達障害とトラウマへの理解を深めます。
・発達障害とトラウマをめぐる諸問題（亀岡智美副センター長＜医師＞）
・成人期の発達障害とトラウマ（大久保クリニック医院：大久保圭策医院長）
・学童期の発達障害とトラウマ（酒井佐枝子研究主幹＜公認心理師＞）  

定員・対象
  

３５名：こども家庭センター（児童相談所）職員、福祉事務所職員等児童虐待関係職員、
保健所職員、教職員、スクールカウンセラー、保育職員等

申込締切日：９月１９日（木）必着

【申込フォーム】 下記ＵＲＬまたは右の二次元コードよりお申込み
　ください。
　https://www.j-hits.org/form/training_r06/



〈基 礎 研 修〉 
 【②関わりの中のトラウマインフォームド・ケア】

日 程 ６月２０日（木）  １０：２５～１６：２５ 受講料 ２，５００円

内 容

　こころのケア（トラウマ）に関する全般的な基礎知識を取得し、生活の中でのトラウマと
その影響に関する理解を深めます。グループワークあり。
・トラウマインフォームド・ケアの基礎（酒井佐枝子研究主幹〈公認心理師〉）
・トラウマを「見える化」するための準備（酒井佐枝子研究主幹）
・安全・安心な環境とは（酒井佐枝子研究主幹） 

定員・対象
  

３５名：教育・福祉・保健・医療関係等の対人支援業務従事者等

申込締切日：５月１6日（木）必着

〈専 門 研 修〉
【③消防職員のための惨事ストレスの理解と予防】

６月２６日（水）  １０：２５～１６：３０

２７日（木） １０：００～１６：１０
受講料 ３，６００円

　大規模災害時等、極めて悲惨な現場において活動したことにより生じる惨事ストレスに
対する理解を深めます。グループワークあり。
・惨事ストレスとは（加藤寛センター長＜医師＞）
・事例検討（神戸市消防局垂水消防署：星野誠治署長）
・ストレスマネジメント（大澤智子上席研究主幹＜公認心理師＞）
・コミュニケーションの基礎（大澤智子上席研究主幹）
・演習（大澤智子上席研究主幹） 

定員・対象

内　容

備　考

日　程

  

３５名：消防職員　　　　　　　　

各消防局・消防本部にて取りまとめの上、お申し込みください。　　　　　　　　

申込締切日：５月１6日（木）必着

〈基 礎 研 修〉
【④関わりの中のトラウマインフォームド・ケア】

７月１１日（木）   １０：２５～１６：２５ 受講料 ２，５００円

　こころのケア（トラウマ）に関する全般的な基礎知識を取得し、生活の中でのトラウマ
とその影響に関する理解を深めます。グループワークあり。
・トラウマインフォームド・ケアの基礎（酒井佐枝子研究主幹〈公認心理師〉）
・トラウマを「見える化」するための準備（酒井佐枝子研究主幹）
・安全・安心な環境とは（酒井佐枝子研究主幹） 

定員・対象

内　容

日　程

  
３５名：教育・福祉・保健・医療関係等の対人支援業務従事者等　　　　　　　　

申込締切日：５月３０日（木）必着

〈専 門 研 修〉
 【⑤悲嘆の理解と遺族への支援】

７月２５日（木） １０：３０～１６：２５
７月２４日（水） １０：２５～１６：１５

受講料 ３，６００円

　死別を経験した際に生じる悲嘆反応の知識について学び、遺族への対応と治療の実際に
ついて理解を深めます。
・悲嘆の基本的理解（関西学院大学：坂口幸弘教授）
・遷延性悲嘆症の概念と治療(武蔵野大学：中島聡美教授)
・遺族の体験に学ぶ（福島県立医科大学：瀬藤乃理子准教授）
・遺族対応の基本（福島県立医科大学：瀬藤乃理子准教授） 

定員・対象

内　容

日　程

  
３５名： 医療・保健・福祉・心理臨床の分野で活動する者及び遺族支援に携わる者等　　　　　　　　　

申込締切日：６月１２日（水）必着

【⑥被害者や被災者の中長期の回復を支えるこころのケア－サイコロジカル・リカバリース
　　 キル（ＳＰＲ）－】 申込締切日：７月２４日（水）必着

９月４日（水）   ９：５５～１６：１０

５日（木） １０：００～１６：２０
受講料 ３，６００円

　「サイコロジカル・リカバリースキル（SPR）」はアメリカで開発された、被災者の回復
を支えるための心理支援法です。被災者が苦痛をやわらげ、被災後のストレスやさまざま
な困難にうまく対処するためのスキルを身につけられるよう、構成されています。日本唯
一のSPR認定トレーナーが演習を交えながら適切な「こころのケア」のスキル習得を目指
します。グループワークあり。
・ＳＰＲの概要(大澤智子上席研究主幹＜公認心理師・SPR認定トレーナー＞）
・スキル１～６(大澤智子上席研究主幹） 

定員・対象

内　容

日　程

  
３５名：医師、公認心理師、看護師、保健師、精神保健福祉士、その他関連領域の関係者等　　

【⑦ＤＶ被害者のこころのケア】
９月１９日（木）  １０：２５～１６：２５ 受講料 ２，５００円

　ＤＶ被害者のこころのケアに関する対処法等について理解を深めます。
・トラウマ・ＰＴＳＤの理解（三宅和佳子診療所長）
・ＤＶの理解と被害者支援（日本福祉大学：増井香名子准教授)
・ＤＶと児童虐待の交差の理解と介入（日本福祉大学：増井香名子准教授)   

定員・対象

内　容

日　程

  

３５名：母子自立支援員、女性相談員（婦人相談員）、婦人保護施設職員、母子生活支援施
設職員、家庭問題相談員、保健師、福祉事務所職員、こども家庭センター（児童相談所）職
員等ＤＶ被害者相談支援関係職員等

申込締切日：８月８日（木）必着

１１日（金） １０：００～１６：４０
１０月１０日（木） １０：２５～１６：００

受講料 ４，１００円

　犯罪（事件・事故）被害の及ぼす心理的影響を理解し、被害者支援の観点に立った、犯
罪被害者への対処法を習得します。グループワークあり。
・被害者・遺族の心理的影響（武庫川女子大学：大岡由佳准教授）
・警察による被害者支援（兵庫県警察本部 被害者支援室：樋本泰英室長）
・民間支援のあり方（ひょうご被害者支援センター：遠藤えりな事務局長）
・被害者・遺族の声を聞く
・グループ討議（ひょうご被害者支援センター：遠藤えりな事務局長、三宅和佳子診療所長）等

定員・対象

内　容

日　程

  
２５名：保健・医療・福祉・教育・司法・警察・消防関係等職員等　　　　　　　　

申込締切日：８月２９日（木）必着

【⑧消防職員のための惨事ストレスの理解と予防】

【⑨犯罪被害とこころのケア】

１０月２日（水）  １０：２５～１６：３０

３日（木） １０：００～１６：１０
受講料 ３，６００円

　大規模災害時等、極めて悲惨な現場において活動したことにより生じる惨事ストレスに
対する理解を深めます。グループワークあり。
・惨事ストレスとは（加藤寛センター長＜医師＞）
・事例検討（神戸市北消防署消防防災課：薗浦大作氏）
・ストレスマネジメント（大澤智子上席研究主幹＜公認心理師＞）
・コミュニケーションの基礎（大澤智子上席研究主幹）
・演習（大澤智子上席研究主幹）

定員・対象

内　容

備　考

日　程

  

３５名：消防職員　　　　　　　　

各消防局・消防本部にて取りまとめの上、お申し込みください。

申込締切日：８月２１日（水）必着



〈基 礎 研 修〉 
 【②関わりの中のトラウマインフォームド・ケア】

日 程 ６月２０日（木）  １０：２５～１６：２５ 受講料 ２，５００円

内 容

　こころのケア（トラウマ）に関する全般的な基礎知識を取得し、生活の中でのトラウマと
その影響に関する理解を深めます。グループワークあり。
・トラウマインフォームド・ケアの基礎（酒井佐枝子研究主幹〈公認心理師〉）
・トラウマを「見える化」するための準備（酒井佐枝子研究主幹）
・安全・安心な環境とは（酒井佐枝子研究主幹） 

定員・対象
  

３５名：教育・福祉・保健・医療関係等の対人支援業務従事者等

申込締切日：５月１6日（木）必着

〈専 門 研 修〉
【③消防職員のための惨事ストレスの理解と予防】

６月２６日（水）  １０：２５～１６：３０

２７日（木） １０：００～１６：１０
受講料 ３，６００円

　大規模災害時等、極めて悲惨な現場において活動したことにより生じる惨事ストレスに
対する理解を深めます。グループワークあり。
・惨事ストレスとは（加藤寛センター長＜医師＞）
・事例検討（神戸市消防局垂水消防署：星野誠治署長）
・ストレスマネジメント（大澤智子上席研究主幹＜公認心理師＞）
・コミュニケーションの基礎（大澤智子上席研究主幹）
・演習（大澤智子上席研究主幹） 

定員・対象

内　容

備　考

日　程

  

３５名：消防職員　　　　　　　　

各消防局・消防本部にて取りまとめの上、お申し込みください。　　　　　　　　

申込締切日：５月１6日（木）必着

〈基 礎 研 修〉
【④関わりの中のトラウマインフォームド・ケア】

７月１１日（木）   １０：２５～１６：２５ 受講料 ２，５００円

　こころのケア（トラウマ）に関する全般的な基礎知識を取得し、生活の中でのトラウマ
とその影響に関する理解を深めます。グループワークあり。
・トラウマインフォームド・ケアの基礎（酒井佐枝子研究主幹〈公認心理師〉）
・トラウマを「見える化」するための準備（酒井佐枝子研究主幹）
・安全・安心な環境とは（酒井佐枝子研究主幹） 

定員・対象

内　容

日　程

  
３５名：教育・福祉・保健・医療関係等の対人支援業務従事者等　　　　　　　　

申込締切日：５月３０日（木）必着

〈専 門 研 修〉
 【⑤悲嘆の理解と遺族への支援】

７月２５日（木） １０：３０～１６：２５
７月２４日（水） １０：２５～１６：１５

受講料 ３，６００円

　死別を経験した際に生じる悲嘆反応の知識について学び、遺族への対応と治療の実際に
ついて理解を深めます。
・悲嘆の基本的理解（関西学院大学：坂口幸弘教授）
・遷延性悲嘆症の概念と治療(武蔵野大学：中島聡美教授)
・遺族の体験に学ぶ（福島県立医科大学：瀬藤乃理子准教授）
・遺族対応の基本（福島県立医科大学：瀬藤乃理子准教授） 

定員・対象

内　容

日　程

  
３５名： 医療・保健・福祉・心理臨床の分野で活動する者及び遺族支援に携わる者等　　　　　　　　　

申込締切日：６月１２日（水）必着

【⑥被害者や被災者の中長期の回復を支えるこころのケア－サイコロジカル・リカバリース
　　 キル（ＳＰＲ）－】 申込締切日：７月２４日（水）必着

９月４日（水）   ９：５５～１６：１０

５日（木） １０：００～１６：２０
受講料 ３，６００円

　「サイコロジカル・リカバリースキル（SPR）」はアメリカで開発された、被災者の回復
を支えるための心理支援法です。被災者が苦痛をやわらげ、被災後のストレスやさまざま
な困難にうまく対処するためのスキルを身につけられるよう、構成されています。日本唯
一のSPR認定トレーナーが演習を交えながら適切な「こころのケア」のスキル習得を目指
します。グループワークあり。
・ＳＰＲの概要(大澤智子上席研究主幹＜公認心理師・SPR認定トレーナー＞）
・スキル１～６(大澤智子上席研究主幹） 

定員・対象

内　容

日　程

  
３５名：医師、公認心理師、看護師、保健師、精神保健福祉士、その他関連領域の関係者等　　

【⑦ＤＶ被害者のこころのケア】
９月１９日（木）  １０：２５～１６：２５ 受講料 ２，５００円

　ＤＶ被害者のこころのケアに関する対処法等について理解を深めます。
・トラウマ・ＰＴＳＤの理解（三宅和佳子診療所長）
・ＤＶの理解と被害者支援（日本福祉大学：増井香名子准教授)
・ＤＶと児童虐待の交差の理解と介入（日本福祉大学：増井香名子准教授)   

定員・対象

内　容

日　程

  

３５名：母子自立支援員、女性相談員（婦人相談員）、婦人保護施設職員、母子生活支援施
設職員、家庭問題相談員、保健師、福祉事務所職員、こども家庭センター（児童相談所）職
員等ＤＶ被害者相談支援関係職員等

申込締切日：８月８日（木）必着

１１日（金） １０：００～１６：４０
１０月１０日（木） １０：２５～１６：００

受講料 ４，１００円

　犯罪（事件・事故）被害の及ぼす心理的影響を理解し、被害者支援の観点に立った、犯
罪被害者への対処法を習得します。グループワークあり。
・被害者・遺族の心理的影響（武庫川女子大学：大岡由佳准教授）
・警察による被害者支援（兵庫県警察本部 被害者支援室：樋本泰英室長）
・民間支援のあり方（ひょうご被害者支援センター：遠藤えりな事務局長）
・被害者・遺族の声を聞く
・グループ討議（ひょうご被害者支援センター：遠藤えりな事務局長、三宅和佳子診療所長）等

定員・対象

内　容

日　程

  
２５名：保健・医療・福祉・教育・司法・警察・消防関係等職員等　　　　　　　　

申込締切日：８月２９日（木）必着

【⑧消防職員のための惨事ストレスの理解と予防】

【⑨犯罪被害とこころのケア】

１０月２日（水）  １０：２５～１６：３０

３日（木） １０：００～１６：１０
受講料 ３，６００円

　大規模災害時等、極めて悲惨な現場において活動したことにより生じる惨事ストレスに
対する理解を深めます。グループワークあり。
・惨事ストレスとは（加藤寛センター長＜医師＞）
・事例検討（神戸市北消防署消防防災課：薗浦大作氏）
・ストレスマネジメント（大澤智子上席研究主幹＜公認心理師＞）
・コミュニケーションの基礎（大澤智子上席研究主幹）
・演習（大澤智子上席研究主幹）

定員・対象

内　容

備　考

日　程

  

３５名：消防職員　　　　　　　　

各消防局・消防本部にて取りまとめの上、お申し込みください。

申込締切日：８月２１日（水）必着



〔令和6年度　第１期（令和6年６月～１0月）実施分〕 

区分 コース名 期 間 定員 受講料 会場等

専門研修

基礎研修

基礎研修

専門研修

専門研修

①被災者や被害者をささえ
　るために－サイコロジカ
ルファーストエイド（PFA）

　を学ぶ－

６月13日(木) 20名　 3,100円

②関わりの中のトラウマイ
　ンフォームド・ケア

６月20日(木) 35名　 2,500円 

③消防職員のための惨事
　ストレスの理解と予防

６月26日(水)
　　27日(木)
　　（２日間）

35名　 3,600円 

④関わりの中のトラウマイ
　ンフォームド・ケア

７月11日(木) 35名　 2,500円

⑤悲嘆の理解と遺族への
支援

７月24日(水)
　　25日(木)
　　（２日間）

35名　 3,600円 

⑥被害者や被災者の中長期
の回復を支えるこころの
ケア－サイコロジカル・
リカバリースキル（SPR）－

９月４日(水)
　　５日(木)
　　（２日間）

35名　 3,600円 

⑦ＤＶ被害者のこころの
　ケア  

９月19日(木) 35名　 2,500円 

⑧消防職員のための惨事
　ストレスの理解と予防

10月２日(水)
　　３日(木)
　　（２日間）

35名　 3,600円 

⑨犯罪被害とこころのケア 
10月10日(木)
　　11日(金)
　　（２日間）

25名　 4,100円 

⑩発達障害とトラウマ
 【Web開催】

10月31日(木) 35名　 2,500円

※会場へのお車での来場はご遠慮ください。

令和6年度こころのケア研修 受講者募集のご案内
兵庫県こころのケアセンターでは、こころのケアに携わる保健・医療・福祉・教育等の分野で活動されてい
る方を対象に、各種課題への対処法等について学ぶ、こころのケア研修を実施しています。
　このたび、令和６年６月から１０月にかけて実施する研修の受講者を下記のとおり募集します。

◆ 問い合わせ先 ◆ 

兵庫県こころのケアセンター研修情報課
〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通１丁目３－２
ＴＥＬ：０７８－２００－３０１０
Ｅメール：kensyu@j-hits.org   

◆ その他 ◆ 

・ ⑩ 「発達障害とトラウマ」研修はWeb（zoom）で実施します。参加にあたって
は、受講者の顔が見える状態で、受講者以外の方が周りにいない環境での参加を

　お願いします。
・災害等、緊急で研修を開催できない場合は、当日の朝までにホームページに掲載
　します。
・「内容」等については、都合により一部変更となる場合があります。
・この研修は、対象となる職務に現在就いている方を対象としています。学生は対
　象とはなりません。（関連領域の大学院生を除く。）
・「グループワークあり」の記載がない研修についても、グループワークを行う場
　合があります。

◆ 申込方法等 ◆ 

・下記申込フォームからお申し込みください。
・申込者多数の場合は、抽選で受講者を決定。
（受講申し込みの状況によって、申込締切日より前に締め切る場合あり）
・電話、ＦＡＸでの申し込みはできません。 兵庫県こころの

ケアセンター 
（神戸市中央区
脇浜海岸通1-3-2）
※阪神「春日野道」
駅から徒歩約８分

又は

⑩のみ【Web開催】

■研修内容
〈専 門 研 修〉 
【①被災者や被害者をささえるために－サイコロジカルファーストエイド（ＰＦＡ）を学ぶ－】

日 程 ６月１３日（木）  ９：５５～１６：４０ 受講料 ３，１００円

内 容
自然災害や自死、事件や事故時の対応を求められたら迷わず引き受けることはできますか？突然、酷い目

に遭った人や組織に関わる際に役立つ基本的な考え方や態度をさまざまなシナリオとともに学びましょう。
・サイコロジカルファーストエイド（大澤智子上席研究主幹＜公認心理師＞）

定員・対象
  

２０名： 公認心理師、看護師、保健師、精神保健福祉士、行政、教育関係、その他関連関係者等

申込締切日：５月１6日（木）必着
被災者や被害者をささえるために－サイコロジカルファーストエイド（ＰＦＡ を学ぶ－】

こころの応急処置である
サイコロジカル・ファーストエイドを学ぶ

【⑩発達障害とトラウマ】【Web開催】
日 程 １０月３１日（木）  １０：２５～１６：２５ 受講料 ２，５００円

内 容

　発達障害とトラウマへの理解を深めます。
・発達障害とトラウマをめぐる諸問題（亀岡智美副センター長＜医師＞）
・成人期の発達障害とトラウマ（大久保クリニック医院：大久保圭策医院長）
・学童期の発達障害とトラウマ（酒井佐枝子研究主幹＜公認心理師＞）  

定員・対象
  

３５名：こども家庭センター（児童相談所）職員、福祉事務所職員等児童虐待関係職員、
保健所職員、教職員、スクールカウンセラー、保育職員等

申込締切日：９月１９日（木）必着

【申込フォーム】 下記ＵＲＬまたは右の二次元コードよりお申込み
　ください。
　https://www.j-hits.org/form/training_r06/


